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 事業概要 

GSMaP, GPM/DPR やその他の衛星観測データを, 先端的のアンサンブルデータ同化手法により数

値天気予報モデルに取り込み, 大気客観解析及びこれを初期値とした予報に改善をもたらすと共に, 

衛星観測データと数値モデルの双方を活かした新たな降水プロダクト NEXRA(NICAM-LETKF JAXA 

Research Analysis)を作成する. 
 

参考 URL: https://www.eorc.jaxa.jp/theme/NEXRA/index_j.htm 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

本研究では, 全球大気データ同化システム(NICAM-LETKF)による衛星観測データ同化及び予測計

算を行うが, 大規模な全球大気モデル計算, 及び, アンサンブルデータ同化を行うために, JSS3 は必須

である. 

 

 今年度の成果 

(1)GPM DPR レーダ反射率の同化による雲微物理パラメータの推定 

GPM DPR の比較的少ない観測頻度や降水位置の誤差のため GPM DPR を直接同化することが難し

い. そこで, 本研究では GPM DPR の観測値を NICAM-LETKF システムで同化することで, 雲微物理

パラメータに含まれる降雪の終端速度を推定した. パラメータ推定を適用した結果, 同化システムと

観測のレーダ反射率の差は小さくなり, 6 時間降水予測や外向き長波・短波放射のバイアスが改善され

た(図 1, 2).  

(2) 次期 NEXRA の構築 

次期 NEXRA を見据えて, 理研(現・気象研究所)の寺崎康児博士と環境研究所の八代尚博士と共同で

NICAM-LETKF のコード修正および確認を行なった. 修正したコードを用いて解像度を GL07(56km)

GPM 全球降水マップのデータ同化手法の研究 



JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告(2022 年 2 月～2023 年 1 月) 

- 155 - 

 

に引き上げた次期 NEXRA システムを JSS3 上に構築した. 現在, 64 アンサンブルメンバーで最新時刻

に追いつく計算を行なっているが, 将来的に 128 メンバーへ拡張する予定である. 図 3 は一例として

アップデート前後のシステムおよび GSMaP の降水量を示している. これからわかるように, アップ

デートしたシステムは運用中の現システムと定性的に同様の結果を示しており, アップデートが問題

なく行われたといえる.  

(3) 定常運用アンサンブル予測で見られた台風進路予測 

今年度, 実験的に 00UTC を初期値とした 5 メンバーのアンサンブル予測を毎日実施し, 予測結果を

Today's Earth Japan へ提供している. 図 4 は NEXRA を用いて 8 月 31 日 00UTC から 9 月 3 日 00UTC

まで行った台風の進路に関するアンサンブル予測結果を示している. およそすべての予測結果におい

て, 台風第 11 号が沖縄県南方に停滞した後に北進する様子が再現されていた. 8 月 31 日を初期値とし

た予測結果では, 台風の予測進路のばらつきが比較的大きいが, 初期時刻を進めると, 全アンサンブ

ルメンバーで黒点で示す実際の台風の進路に近い予測結果を示し, 韓国への上陸を高い精度で予測で

きていた.  

 

 

 

図 1: パラメータ推定を行った TEST 実験(赤), 行っていない CTRL 実験

(実験)における GSMaP NRT データに対する 6 時間降水予報値の RMSD

の時系列. 破線は 6 時間予報値, 実線は 3 日間移動平均値を示す. x 座標は

2014 年の月/日である. 
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図 2: パラメータ推定を行った TEST 実験, 行っていない CTRL 実験における, 

2014 年 8 月の CERES データに対する全球平均放射バイアス(単位:W m^-2). 水

(橙)色は外向き長波(短波)放射のバイアスを表している. 
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図 3: 2022 年 1 月の雨量. 次期 NEXRA の(a)予報値, (b)解析値, (c)GSMaP 観測値, (d)予報値と

GSMaP 観測値の差の絶対値, (e)解析値と GSMaP 観測値の差の絶対値, (f)(d)と(e)の差, 寒色の領

域は同化によって雨量分布が改善した場所を示す. 単位は mm/6hr. 
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図 4: 2022 年(a) 8 月 31 日, (b)9 月 1 日, (c), 9 月 2 日, (d)9 月 3 日 00UTC から行った NEXRA

による台風 11 号の進路のアンサンブル予測結果. 黒点は気象庁による実際の台風の進路, 灰・

赤・オレンジ・青・緑・水色の線は NEXRA による各アンサンブルの予測進路を表している. 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 5 - 400 

１ケースあたりの経過時間 12 時間 



JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告(2022 年 2 月～2023 年 1 月) 

- 163 - 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 2.99 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 81,682,519.97 3.56 

TOKI-ST 0.00 0.00 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 2,113.33 1.91 

/data 及び/data2 399,153.33 3.08 

/ssd 1,033.33 0.14 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 31.16 0.14 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 0.00 0.00 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


